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学 校 経 営 の 概 要 

 

１ 地域・児童の実態 

（１） 地域の実態 

本校は,昭和３９年４月に旧寺館小学校と旧強首小学校が合併統合し、双葉小学校が誕生した。学校創

立時には純農村地帯であったが、時代の推移と共に兼業化が進み、保護者の９割強が第２・３次産業に

従事している。児童の家庭はほぼ三世代同居型である。 

地域・保護者の学校教育活動に対する関心は高く、授業参観やＰＴＡ活動への保護者の出席率は、毎

回１００％に近いが、少子化に伴うＰＴＡ会員の減少のため、全会員が各専門部に所属し、全員でＰＴ

Ａ活動を支えている。 

（２）児童の実態 

   本校の児童は、純朴で話がきちんと聞けるなど、基本的な生活・学習習慣が身に付いている子が多い。

また、全校児童数６０名と少なく、学年活動にダイナミックさは欠けるが、全校活動、全校縦割り活 

動を充実させることで他との心の交流を図っている。 

しかし、教師の指示待ちの姿勢でいる児童が依然としてみられるため、今後も、自ら考え、進んで物 

事にあたる態度を養っていかなければならないと考えている。 

２ 教育目標と目指す姿 

  ふたばっ子のよさは、素直さである。素直さはひ弱さ、消極性とイコールでなく、力強さ・たくましさ

と両極にあるわけでもない。素直な気持ちで、言語や活字情報を受け入れようとする事は、学力を獲得す

る上での重要な基盤となるであろうし、他者の気持ちや考えに思いを馳せ、共によりよく生きていこうと

する態度につながるものだと考える。我々教師は、ややもすればマイナス面にのみ焦点を当てて指導して

いきがちであるが、このふたばっ子のよさを認め、更に伸ばしていくことを、職員全員で確認しながら足

りない面を補っていきたいものである。 

１クラス平均１０人前後の小さい集団での学習では、教師と児童一人一人との関わりが濃く、互いに何

を言わんとしているか、何を求めているかすぐに分かる関係ができる。児童同士でも同様の関係がみられ

る。そのために、子どもが試行錯誤する状況や、十分に意見を戦わせる場面を意図的に設定していく必要

がある。また、農村部の三世代同居家族内で育ち、しかも少子化傾向の中で、児童は自分で考えて課題を

解決していこうするたくましさに欠けているように感じられる。そのため、児童が自ら困難に立ち向かい、

解決していこうとする意欲と力を育てていくべく、昨年度に引き続き、この教育目標を設定した。 

        

    

 

 

 

 

 

 

（１）こんな学校で 

  ①  ６０人の「ふたばっ子」一人一人が、安心して、楽しく過ごせる学校 

  ② 「ふたばっ子」のために、研修と実践に力を注ぐ教職員のいる学校 

  ③  保護者・地域の願いをつかみ、共に「ふたばっ子」を育てていく学校 
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（２）こんな子どもたちに 

① 他を思いやる心を持ち、仲間と力を合わせて生活しようとする子ども 

②  大きな夢と身近なめあてをもち、すすんで解決に取り組む子ども 

③ 困難に立ち向かい、克服するたくましい心と体をもつ子ども 

（３）こんな教師に 

  ① 豊かな人間性と生き方を自ら示す教師 

  ② 熱意を持って子どもに向かい続ける教師 

③ 『チーム双葉』を合い言葉に、課題を明らかにして互いに磨き合い、高め合う教師 

３ 本年度の重点と具体策 

新 学 習 指 導 要 領 ７ つ の 改 善 点 

（１）言語活動の充実  （２）理数教育の充実 （３）伝統や文化に関する教育の充実 

（４）道徳教育の充実  （５）体験活動の充実 （６）外国語教育の充実 

（７）社会の変化に対応する教育の推進・充実 

本年度の重点 大仙市学校教育キーワード 

豊 か な 心 の 育 成 共（ともに） 創（つくり） 

学習意欲の向上と確かな学力の定着 

何にでも挑戦できるための基になる健康・体力作り 
考（かんがえ） 

保 護 者 ・ 地 域 と の 連 携 開（ひらく） 
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① 道徳の時間を核とした道徳教育の推進  

② 自分の夢を意識した日々の取り組みの姿勢作り 

③ 他とのコミュニケーションを深める体験的活動  

④ 心を耕す読書活動の推進 

⑤ 学校内外での挨拶・応答、マナーの遵守など社会的規範につながる態度の育成 

⑥ 全校縦割り活動の充実 
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①「分かる・できる」喜びを次の学習意欲に結びつけることができる授業の実践 

 （低位の児童においては、「分かった・できた」と実感できる学習のまとめの工夫） 

② 基礎基本の徹底と個に応じた指導法の工夫 

③ 課題を明確にし、ＰＤＣＡサイクルを活用した全職員一体となって取り組む職員 

研修の充実 
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① 「早寝・早起き・朝ご飯」など基本的な生活習慣を重視した健康教育の推進 

② 目標に向かってねばり強く挑戦し続ける心の育成   

③ 年間を通した個々の体力作りへの支援 

④ 食に関する指導の充実（肥満防止とその解消） 
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① 学習活動への地域人材の有効活用 

② 地域・ＰＴＡ・保護者との連携を深める行事・事業の推進 

③ 外部評価の実施と改善 

 

 


